
平成30年度学校訪問・所管事業

H30.１０.１０ No９
宮城県大河原教育事務所 指導班

平成３０年度全国学力・学習状況調査の結果から，大河原教育事務所管内と全国の正答率の
かい離が大きかった各教科の設問について，指導班で分析しました。今回は小学校国語の問題
を見ていきます。中学校でも参考にしていただければと思います。

小学校 国語Ａ５
「文の中における主語と述語との関係などに注意して文を正しく書くこと」

（大河原管内正答率24.3％ / 全国正答率35.5％）

平成２７年度にも同様の問題が出されています。（※裏面参照）

指導班だより
～ Let's try ! ～学力向上に向けて

●管内の多くの児童
が，正解できなかっ
たのはなぜでしょう
か。

●児童が，このよう
な間違いをしないよ
うにするためには，
どのような授業をす
ればよいでしょう
か。

○宮城県の誤答傾向（正解は④）
宮城県 全 国

多くの児童が，本来つながりが合っている②，③の文を ②と解答 14.2％ 11.8％
「合っていない文」であると誤答しました。誤答の要因として ③と解答 22.7％ 17.8％

①主語と述語の関係「だれが（何が）」「だれは（何は）～どうだ」の理解が不十分であること
②主語の前に「～の」があることで，主語の部分を見付けられないこと
③主語と述語の関係を踏まえた文の書き直しができないこと

などが考えられます。
◇ 文章を比較する問いの形式に慣れておらず，問題の意味を理解できないこと
も誤答の要因として考えられます。あなたの学校はどうでしたか？

つながらない

文はどれ？



平成２７年度全国学力・学習状況調査
小学校 国語Ａ２設問一 文の中における主語を捉える

①「みやぎ単元問題ライブラリー」を活用する
「主語と述語」「文の組み立て」などの問題を解いて復習ができます。

② 誤答を示し，主語と述語のつながりを考えた文章を正しく書くように指導する

主語は，
１ イ「雨が」
２ ウ「誕生日は」
ですが，「ぼくの」「妹の」を選択す
る児童もおり，平成２７年度も，文
の中の主語を捉えることに課題が見
られました。

平成２７年度の全国学力学習状況
調査でも同様の問題が出題されてい
ます。全国正答率は，53.1％です。
宮城県正答率とのかい離は5.1でし
た。文の中の主語を捉えることに課
題があり，指導の充実が求められま
した。

授業改善のポイント

誤答を示し考え
させることで文章
をよく見る習慣が
身に付きます。
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。声に出して読む

と分かるね。主語
を「困ったことは」
から「わたしは」
に書き直すことも
できるんだね。


